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第１１回臨時委員会会議録 

教 育 長 ）  開会宣言 

教 育 長 ）  会議成立の宣言 

教 育 長 ）  会議録署名委員の指名（極楽地委員） 

教 育 長 ）  ここでお諮りいたします。 

         報告第１３号「第３４回富田砕花賞受賞者及び受賞作の決定

について」は、意思形成過程と位置付くものですので、非公開

で行いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

              <異議なしの声> 

         御異議なしと認め、そのように決定いたします。 

教 育 長 ）  ただいまから非公開で審議いたします。 

              <非公開審議> 

教 育 長 ）  それでは、審議に入ります。 

日程第１、報告第１３号「第３４回富田砕花賞受賞者及び受

賞作の決定について」を議題とします。 

提案説明を求めます。 

社会教育室長）    〈議案資料に基づき概略説明〉 

教 育 長 ）  説明が終わりました。質疑はございませんか。 

河 盛 委 員 ）  質問ですが、この賞は、例えば複数の詩集を応募しても、

１人の人物が、詩集１冊について受賞なので、例えば２冊、

３冊を応募してもよろしいのでしょうか。それから、１度受賞

した人が、再度応募することは可能でしょうか。 

社会教育室長）  募集要項の募集条件内であれば、同一人物が複数の作品につ

いて応募することは可能です。また、過去の受賞者の再応募も
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可能です。 

河 盛 委 員 ）  中原中也賞の受賞歴があるとのことですがどのような賞で

すか。 

社会教育室長）  山口市が主催している賞です。 

河 盛 委 員 ）  幾つか賞が、大分減ってきているそうですが、富田砕花賞

だけではなくて、賞ごとに性格みたいなものがあったほうがい

いと思います。いろいろな文学賞でも、これは新人賞であると

か、いろいろな性格があるので。 

例えば、あまりデビューしてたっていないとか、そういうも

のをつけるなど、そういうものがあってもいいのではないかと

思います。 

社会教育室長）  詩を通じて詩人の業績を顕彰することを目的とした賞が減っ

てきていますので、賞の性格を出すことで応募作品が限定され

応募数の減少が懸念されます。全国でも詩集に対する賞の募集

が少なくなってきていますので、富田砕花賞の事業を継続する

ことで富田砕花賞の更なる地位の向上にも繋がると考えており

ますことから、引き続き賞の継続に努めていきたいと考えてい

ます。 

極 楽 地 委 員 ）  河盛委員のお話と、芦屋ならではの何かがあればいいかと

思いますが、室長のお話を聞いて、ああ、そうだなと思います。 

         富田砕花賞が、その賞の中ではメジャーになってきていると

いうか、名誉なことと思っていただき出していると聞いている

ので、できるだけ長く続けていただければ、芦屋のバリューに

もなると思います。 

         １つ御質問ですが、伏せていらっしゃるので、推薦委員会で
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すが、人数なども非公表でしょうか。 

社会教育室長）  推薦委員は、６名です。 

極 楽 地 委 員 ）  詩の業界の中では、その辺の知見を持っていらっしゃる方

が６名ということですか。 

社会教育室長）  はい。富田砕花賞のこれまでの受賞者の方や詩の分野に携わ

っておられる方になります。 

河 盛 委 員 ）  この賞に応募して、ほかの賞にも同じ詩集の応募は可能で

すか。 

社会教育室長）  可能ですが、同一作品で他の賞を受賞された場合は、どちら

かを辞退していただくことになります。近隣での受賞の確認は

本市の発表が後になりますので選考委員会のときに受賞候補者

に確認しています。 

上 月 委 員 ）  活字や紙媒体による本が減りつつある現代ですし、本離れ

が言われている中で、文化を尊重する芦屋市としては、ぜひ、

この賞を継続していただけたらと強く思います。 

社会教育室長）  教育長のご挨拶にもあったように、事業の継続を望んでいま

す。 

教 育 長 ）  富田砕花は兵庫県内の校歌をたくさん手掛けた功労者です。

今後もいろいろな面で更に周知啓発をしていきましょう。 

森 川 委 員 ）  予算は枠というか基金みたいなものがあって、上限が決ま

っているのですか。 

社会教育室長）  昔は顕彰会５０万円、市が５０万円の１００万円だったので

すが、１００万円から５０万円、３０万円になって、今に至っ

ています。当時も、顕彰会がございまして、いわゆる富田砕花

が好きな方がお集まりになったグループがあって、運営してい
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ただいておりました、富田砕花旧居もそういうふうに、その方

たちが運営していたのですが、その方々が高齢になって、なか

なか寄附や顕彰会の会費を集めることも難しくなって、だんだ

ん財政的に顕彰会の資金面がなくなってきて、教育委員会で事

業実施しています。 

森 川 委 員 ）  今回、首都圏方面の方が受賞者ですが、贈呈式のときには

来られるのですか。 

社会教育室長）  当日は出席いただけると聞いています。 

森 川 委 員 ）  交通費などは出るのですか。 

社会教育室長）  はい。交通費はこちらから支給させていただきます。 

森 川 委 員 ）  分かりました。 

極 楽 地 委 員 ）  その選考委員会は、何回あるのですか。また、開催場所は

芦屋市役所ですか。 

社会教育室長）  選考委員会、推薦委員会は一回ずつで市役所で開催していま

す。委員数は選考委員会３人、推薦委員会６名です。 

極 楽 地 委 員 ）  推薦が６人で。その委員の方々には、報酬は出るのですか。 

社会教育室長）  はい。 

教 育 長 ）  他に質疑はございませんか。 

         無いようですので、これをもって質疑を打ち切ります。 

それでは、報告第１３号「第３４回富田砕花賞受賞者及び受

賞作の決定について」の報告を受けたものといたします。 

教 育 長 ）  非公開での審議は終了いたしましたので、これより公開い

たします。 

              <非公開審議 終了> 

教 育 長 ）  閉会宣言 


